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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】挿入装置操作部内の支持板部材と口金部材との
接続部位の必要な強度を確保しつつ接続部位の薄型化を
実現し操作部の大型化を抑えて必要な内部空間を確保し
得る挿入装置を提供する。
【解決手段】挿入装置を操作する操作部１１と、操作部
内に設けられ操作部内に収納される内蔵物を配置する平
面部２１ｇを有して形成された平板状の支持板部材と、
支持板部材に接続され内部に内蔵物を挿通させる中空部
を有して形成された筒状の口金部材２２と、支持板部材
の平面部から折曲部を介して一体に連設され折曲部から
口金部材の内周面に沿う第１の方向Ｅｘ１に延設され口
金部材の内周面に当接する当接面ＣＳ２を有する第１固
定部と、第１固定部の折曲部以外の領域で一体に設けら
れ第１の方向に対し口金部材の内周面に沿う逆方向の第
２の方向Ｅｘ２に延設され口金部材の内周面に当接する
当接面ＣＳ３を有する第２固定部２１ｂｂとを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入装置を操作するための操作部と、
　前記操作部内に設けられ、前記操作部内に収納される内蔵物を配置するための平面部を
有して形成された平板状の支持板部材と、
　前記支持板部材に接続され、内部に前記内蔵物を挿通させるための中空部を有して形成
された筒状の口金部材と、
　前記支持板部材の前記平面部から折曲部を介して一体的に連設され、前記折曲部から前
記口金部材の内周面又は外周面に沿う第１の方向に延設されて、前記口金部材の内周面又
は外周面に当接する当接面を有する第１固定部と、
　前記第１固定部における前記折曲部以外の領域で一体的に設けられ、前記第１の方向に
対して前記口金部材の内周面又は外周面に沿う逆方向の第２の方向に延設されて、前記口
金部材の内周面又は外周面に当接する当接面を有する第２固定部と、
　を具備することを特徴とする挿入装置。
【請求項２】
　前記口金部材は、円筒状に形成されており、
　前記第１固定部及び前記第２固定部は、前記口金部材の前記内周面又は外周面に沿う円
周面を有して形成されていることを特徴とする請求項１に記載の挿入装置。
【請求項３】
　前記第１固定部及び前記第２固定部は、前記口金部材の前記外周面に当接することを特
徴とする請求項２に記載の挿入装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３に記載の挿入装置は、内視鏡であることを特徴とする。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、細長の可撓管部を備えた挿入部を有し、操作部の操作によって挿入部の湾
曲操作を行ない得るように構成されてなる挿入装置，内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、被検体内に挿入される挿入装置、例えば内視鏡は医療分野及び工業用分野におい
て広く利用されている。医療分野において用いられる医療用内視鏡は、細長い挿入部を被
検体となる体腔内に挿入することによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて内
視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて各種の処置を施すこ
とができるように構成されている。また、工業分野において用いられる工業用内視鏡は、
内視鏡の細長い挿入部を被検体となるジェットエンジン内部や、工場配管等の内部に挿入
することによって、被検体内における被検部位の傷及び腐蝕等の観察や各種処置等の検査
を行なうことができるように構成されている。
【０００３】
　近年、この種の内視鏡等の挿入装置においては、高機能化に伴う部品点数の増加や、内
視鏡観察画像を生成するための撮像素子の多画素化等に伴う撮像ケーブルの太径化等、各
種さまざまな事情に起因して、各種構成部材等を収納配置するための空間確保が問題化し
ている。
【０００４】
　例えば、従来一般的な構成の内視鏡等においては、例えば上述の撮像ケーブル等の各種
構成部材を、主に操作部内に収納配置するのが一般である。したがって、部品点数が増加
したり、太径化した撮像ケーブルを挿通させるためには、従来のものに比べて大型化して
しまう傾向がある。
【０００５】
　一方、従来構成の内視鏡における操作部は、複数の操作部材等をその外面に配置し、使
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用者（ユーザ）が手指を用いて把持し、内視鏡全体を保持する部分としても機能している
。このことから、内視鏡の操作部を大型化することはできるだけ避けたいという強い要望
がある。
【０００６】
　他方、従来の内視鏡等の挿入装置においては、操作部内に収納される各種の構成部材等
を配置するための平面部を備えた板状支持部材と、当該板状支持部材を固定保持するため
の口金部材と、からなる操作部骨格部品を、当該操作部の内部に配設して構成されている
のが一般である。
【０００７】
　このような構成を備えた従来の内視鏡等においては、当該内視鏡の操作部内に配置され
る骨格部材のうち上記板状支持部材は、例えばアルミダイカスト等の成型部品によって構
成されているのが普通である。そして、上記板状支持部材は、操作部内において、例えば
円筒形状からなる口金部材に対してビス止め固定等の手段を用いて両者を接続する構成と
なっている。
【０００８】
　例えば、特開平１０－２３４６５４号公報等によって開示されている挿入装置である内
視鏡においては、各種構成部材を配設するための固定基板である板状支持部材は、アルミ
ニウムを射出成形するダイカストにより形成されている。この板状支持部材の挿入部側端
部には、当該板状支持部材の長手方向に対して略平行で、その基板平面に対して略垂直方
向に突出した一対の固定部が設けられている。この固定部の外側面は、当該一対の固定部
の間の中点を中心点とする円弧形状に沿うＲ面を有して形成されている。そして、上記固
定部には、その外周円径と略同じ内径寸法を有する筒状基盤である口金部材が外装され、
この口金部材は、固定部に対して略垂直方向にネジ固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平１０－２３４６５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところが、上記特開平１０－２３４６５４号公報等によって開示されている従来の挿入
装置においては、板状支持部材をダイカスト成形品によって構成していることから、板状
支持部材と口金部材とを固定する固定部位が肉厚になってしまうことになる。そのために
、口金部材の内部空間に各種の構成部材を挿通配置するのに際し、構成部材の増加や大型
化に対応するためには限界が生じているという問題点がある。
【００１１】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入
装置，内視鏡の操作部内における操作部骨格部品である支持板部材と口金部材との接続部
位において、必要な強度を確保しながら両者間の接続部位の薄型化を実現し、操作部の大
型化を抑えながら内部に収納する各種構成物のために必要な内部空間を確保し得る構成の
挿入装置，内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様の挿入装置は、挿入装置を操作するための
操作部と、前記操作部内に設けられ前記操作部内に収納される内蔵物を配置するための平
面部を有して形成された平板状の支持板部材と、前記支持板部材に接続され内部に前記内
蔵物を挿通させるための中空部を有して形成された筒状の口金部材と、前記支持板部材の
前記平面部から折曲部を介して一体的に連設され前記折曲部から前記口金部材の内周面又
は外周面に沿う第１の方向に延設されて前記口金部材の内周面又は外周面に当接する当接
面を有する第１固定部と、前記第１固定部における前記折曲部以外の領域で一体的に設け
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られ前記第１の方向に対して前記口金部材の内周面又は外周面に沿う逆方向の第２の方向
に延設されて前記口金部材の内周面又は外周面に当接する当接面を有する第２固定部とを
具備する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、挿入装置，内視鏡の操作部内における操作部骨格部品である支持板部
材と口金部材との接続部位において、必要な強度を確保しながら両者間の接続部位の薄型
化を実現し、操作部の大型化を抑えながら内部に収納する各種構成物のために必要な内部
空間を確保し得る構成の挿入装置，内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態の挿入装置である内視鏡の主要部を示す要部概略構成図
【図２】図１の挿入装置（内視鏡）における内部構成の一部（図１の符号［２］で示す部
位）を拡大して示す要部拡大図
【図３】図２の［３］－［３］線に沿う断面を拡大して示す要部拡大断面図
【図４】図２の矢印［４］方向から見た要部拡大側面図
【図５】図１の挿入装置（内視鏡）における支持板部材のみを取り出して示す外観斜視図
【図６】図５の矢印［６］方向から見た平面図
【図７】本発明の一実施形態の挿入装置における支持板部材の変形例を示し、図５の矢印
［６］に相当する方向から見た支持部材の平面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。以下の説明に用いる各図面におい
ては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、各構成要素毎に縮尺を
異ならせて示している場合がある。したがって、本発明は、これらの図面に記載された構
成要素の数量，構成要素の形状，構成要素の大きさの比率及び各構成要素の相対的な位置
関係は、図示の形態のみに限定されるものではない。なお、以下に説明する本発明の一実
施形態においては、本発明を適用する挿入装置として内視鏡を例に挙げて説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態の挿入装置である内視鏡の主要部を示す要部概略構成図で
ある。まず、本実施形態の挿入装置である内視鏡の全体的な概略構成について、図１を用
いて以下に簡単に説明する。
【００１７】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡１は、細長形状に形成され体腔内に挿入される
挿入部１３と、この挿入部１３の基端側に連設され内部に各種構成部材を収納配置し当該
挿入装置１を操作するための操作部１１と、この操作部１１の先端側と上記挿入部１３の
基端側との連結部位に配設され上記挿入部１３の急激な折れ曲がりを抑止する折止部１２
と、上記操作部１１の一側面に一端が連結され外部に向けて延出するユニバーサルケーブ
ル１４等によって主に構成されている。
【００１８】
　ユニバーサルケーブル１４の先端部には、不図示のコネクタ部が配設されている。本内
視鏡１は、上記ユニバーサルケーブル１４及びコネクタ部を介して不図示の光源装置，ビ
デオプロセッサ等の制御装置と連結され、これにより内視鏡システムとして稼動するよう
に構成される。
【００１９】
　挿入部１３は、基端側から順に、可撓性を有する細長形状の可撓管部、湾曲部、先端硬
質部が互いに連結して構成され、全体として可撓性を有する細長形状の構成部である。図
示を省略しているが上記湾曲部は、操作部１１の外面に設けられる操作部材（不図示）を
操作することによって、当該操作部１１の内部に設けられる湾曲操作機構（不図示）を介
して湾曲操作させ得るように構成される構成部である。なお、先端硬質部の外面及び内部
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構成については、従来の一般的な形態の内視鏡と同様のものを備えているものとして、そ
の詳細な説明及び図示を省略する。
【００２０】
　操作部１１は、内部に各種の構成部材（内蔵物）を収納配置するための空間を形成し外
部に対して水密的に形成される筐体部材である外装筐体１１ａと、この外装筐体１１ａに
よって形成される内部空間に固設され上記各種の構成部材（内蔵物）を配置するための操
作部骨格部品（支持板部材２１，口金部材２２）とによって主に構成されている。
【００２１】
　操作部１１の外装筐体１１ａの一端には挿入部１３の基端側が連設されている。この場
合において、外装筐体１１ａと挿入部１３とを連結する連結部位には、挿入部１３の可撓
管部が急激に屈曲することを抑止するために、例えば弾性ゴム部材等によって形成される
折止部１２が設けられている。
【００２２】
　操作部１１の外装筐体１１ａの外面上には、各種の操作部材、例えばビデオプロセッサ
等の周辺機器を遠隔操作するためのスイッチ類１５等が複数設けられていると共に、図示
を省略しているが挿入部１３の湾曲部を湾曲操作するための複数の湾曲操作部材が街道自
在に配設されている。これら複数の湾曲操作部材は、操作部１１における外装筐体１１ａ
の内部に配設される湾曲操作機構（不図示）に対して機械的に接続されて湾曲部の湾曲操
作を行ない得るように構成されている。
【００２３】
　また、操作部１１の外装筐体１１ａの一端寄りの部位には、不図示の処置具等を導入す
るための処置具導入口１６が形成されている。この処置具導入口１６は、当該内視鏡１の
内部に形成される処置具チャンネルに連通している。処置具チャンネルは挿入部１３の内
部を先端硬質部の処置具チャンネル開口まで挿通している管状の挿通路である。
【００２４】
　次に、本実施形態の挿入装置である内視鏡における操作部の内部構成について、本発明
に関する部位の詳細構成を以下に説明する。
【００２５】
　図２は、図１の挿入装置（内視鏡）における内部構成の一部（図１の符号［２］で示す
部位）を拡大して示す要部拡大図である。ここで、図２においては、操作部１１の外装筐
体１１ａを省いて図示することにより操作部１１の内部構成のうち、操作部骨格部品を構
成する支持板部材２１と口金部材２２との接続部位を拡大して示している。図３は、図２
の［３］－［３］線に沿う断面を拡大して示す要部拡大断面図である。図４は、図２の矢
印［４］方向から見た要部拡大側面図である。そして、図５は、図１の挿入装置（内視鏡
）における支持板部材のみを取り出して示す外観斜視図である。図６は、図５の矢印［６
］方向から見た平面図である。
【００２６】
　上述したように、操作部１１の内部には、各種の構成部材（内蔵物）が収納配置されて
いる。これら各種の構成部材（内蔵物）は、操作部骨格部品の一部を構成する平板状の支
持板部材２１に固定配置されている。また、この支持板部材２１は、図２等に示すように
、同操作部骨格部品の他の一部を構成する筒状の口金部材２２に接続固定されている。こ
の口金部材２２は、内部に各種の構成部材（内蔵物）を挿通配置させるための中空部を有
し、例えば略円筒形状に形成された筒状部材である。
【００２７】
　ここで、口金部材２２の内部空間は、できるだけ広く確保したいという要望がある。一
方、支持板部材２１と口金部材２２との接続部位は、必要な強度を確保するために肉厚に
なってしまう傾向がある。この部分が肉厚になると口金部材２２の内部空間を圧迫してし
まうことになる。このことから、口金部材２２の内部空間をより広く確保するためには、
当該接続部位をできるだけ薄肉化したいという要望がある。
【００２８】



(6) JP 2015-177906 A 2015.10.8

10

20

30

40

50

　そこで、従来の内視鏡等の挿入装置においては、アルミニウム等のダイカスト成形部品
で形成していた支持板部材について、本実施形態においては、より高い強度の鉄系材料、
例えばステンレス鋼等を適用したプレス成形品によって支持板部材２１を形成している。
【００２９】
　詳しくは、支持板部材２１は、図５に示すように、全体として平板形状からなる平板状
部材を、例えばプレス成形により形成された構成部材である。この支持板部材２１は、操
作部１１内に収納される各種構成部材（内蔵物）を配置するための平面部２１ｇと、この
平面部２１ｇの長軸方向における一端部位に形成され、上記支持板部材２１を口金部材２
２に接続固定するための接続部位となる一対の固定部（２１ａ，２１ｂ）とを有して形成
されている。つまり、上記一対の固定部（２１ａ，２１ｂ）は支持板部材２１における一
端に形成され、この場合において、当該支持板部材２１が上記操作部１１内の所定の位置
に配設されるとき、口金部材２２が配設されている側に向けて突出するように形成されて
いる。
【００３０】
　ここで、支持板部材２１と口金部材２２との接続は、例えば固定用ビス３１ａ，３１ｂ
を用いたビス止め固定によって行なわれる。そのために、口金部材２２には、固定用ビス
３１ａ，３１ｂを挿通配置する複数（本実施形態においては４つ）の貫通孔２２ａが形成
されている。また、この複数の貫通孔２２ａに対応させて、一対の固定部（２１ａ，２１
ｂ）のそれぞれには複数（本実施形態においては各２つずつ）のビス孔２１ｄが形成され
ている。
【００３１】
　支持板部材２１の一対の固定部（２１ａ，２１ｂ）は、その外面が口金部材２２の内周
面に沿って当接し得るような形状、即ち口金部材２２の内周面と略同様の曲面（Ｒ面）と
なるように形成されている。これにより、上記支持板部材２１の一対の固定部（２１ａ，
２１ｂ）のそれぞれは、図３等に示すように、口金部材２２の内周面に対して周方向にお
ける所定の範囲及び所定の面積にて当接するように形成されている。そして、上記支持板
部材２１と上記口金部材２２とを接続するときには、支持板部材２１の一対の固定部（２
１ａ，２１ｂ）に形成される各ビス孔２１ｄと、口金部材２２の複数の貫通孔２２ａとを
一致するように配置する。これにより、支持板部材２１と口金部材２２とは、固定用ビス
３１ａ，３１ｂを用いて接続固定される。
【００３２】
　支持板部材２１の一対の固定部（２１ａ，２１ｂ）のうち一方の固定部２１ａは、図３
の符号ＣＳ１で示す周方向の範囲において口金部材２２の内周面に当接するように形成さ
れている。また、他方の固定部２１ｂは、その一部である第１固定部２１ｂａが図３の符
号ＣＳ２で示す周方向の範囲において、他の一部である第２固定部２１ｂｂが図３の符号
ＣＳ３で示す周方向の範囲において、それぞれ口金部材２２の内周面に当接するように形
成されている。
【００３３】
　ここで、支持板部材２１の平面部２１ｇの平面について、その一方の平面をＡ面とよび
、他方の平面をＢ面とよぶものとする（図３，図５，図６参照）。また、上記第１固定部
２１ｂａが口金部材２２の内周面に沿って延設される方向を第１の方向（図３の矢印Ｅｘ
１参照）とする。また、上記第２固定部２１ｂｂが口金部材２２の内周面に沿って延設さ
れる方向を第２の方向（図３の矢印Ｅｘ２参照）とする。
【００３４】
　この場合において、固定部２１ａは、平面部２１ｇの一部が所定の形状に切り欠かれた
形態に形成され、所定の曲面（口金部材２２の内周面と同じ曲率の曲面）を有するように
形成されている。そして、固定部２１ａは、図６の符号２１ａ′にある状態からＡ面側を
谷として外縁側から内縁側に向けて図６の矢印Ｒ１方向に折り曲げられている。これによ
り、固定部２１ａにおいて、上記口金部材２２の内周面に当接する当接曲面（図６の符号
ＣＳ１ａ参照）は、上記平面部２１ｇにおけるＢ面側の延長面となっている。また、この
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場合、固定部２１ａの折曲部位２１ａｈ（図５，図６参照）は、支持板部材２１の平面部
２１ｇの長軸方向に沿う外側縁部にある。
【００３５】
　これに対して、固定部２１ｂは、同様に平面部２１ｇの一部が所定の形状に切り欠かれ
た形態に形成され、所定の曲面（口金部材２２の内周面と同じ曲率の曲面）を有するよう
に形成されている。そして、固定部２１ｂは、図６の符号２１ｂ′にある状態からＡ面側
を谷として内縁側が外縁側に向けて図６の矢印Ｒ２方向に折り曲げられている。
【００３６】
　平面部２１ｇに対して、このようにして折り曲げられた固定部２１ｂは、図３～図６等
において示すように、平面部２１ｇの長軸方向の外側縁部よりも内側寄りの部位に形成配
置されることになる。換言すると、固定部２１ｂの折曲部２１ｂｈ（図５参照）は、支持
板部材２１の平面部２１ｇの長軸方向に沿う外側縁部よりも内側に位置し、かつ平面部２
１ｇの一部（図５の符号２１ｆ）が支持板部材２１の長軸方向に対して直交する方向にお
いて外方に突出して形成されている。そして、この突出部２１ｆは、上記支持板部材２１
を口金部材２２に接続固定する際には、図４に示すように、上記口金部材２２の一端縁部
を切り欠いて溝状に形成される切欠溝部２２ｂに対し嵌合配置されている。
【００３７】
　また、固定部２１ｂは、図６等に示すように上記平面部２１ｇに直交する方向において
一方に突出する第１固定部２１ｂａと、同様に上記平面部２１ｇに直交する方向であって
上記第１固定部２１ｂａとは反対方向に突出する第２固定部２１ｂｂとを有している。
【００３８】
　即ち、第１固定部２１ｂａは、支持板部材２１の平面部２１ｇから折曲部２１ｂｈを介
して一体的に連設されている部位である。この第１固定部２１ｂａは、折曲部２１ｂｈか
ら口金部材２２の内周面に沿う第１の方向（図３の矢印Ｅｘ１）に延設されて、口金部材
２２の内周面に当接する当接曲面ＣＳ２ａ（図６参照）を有している。
【００３９】
　第２固定部２１ｂｂは、第１固定部２１ｂａにおける折曲部２１ｂｈ以外の領域で一体
的に設けられている部位である。この第２固定部２１ｂｂは、上記第１の方向（図３の矢
印Ｅｘ１）に対して口金部材２２の内周面又は外周面に沿う逆方向の第２の方向（図３の
矢印Ｅｘ２）に延設されて、口金部材２２の内周面に当接する当接曲面ＣＳ３ａ（図６参
照）を有している。
【００４０】
　なお、上記第１固定部２１ｂａの外周面は、図３の符号ＣＳ２で示す周方向の範囲にお
いて口金部材２２の内周面に当接する当接曲面ＣＳ２ａ（図６参照）である。また、上記
第２固定部２１ｂｂの外周面は、図３の符号ＣＳ３で示す周方向の範囲において口金部材
２２の内周面に当接する当接曲面ＣＳ３ａ（図６参照）である。ここで、図６の当接曲面
ＣＳ２ａ（図３の範囲ＣＳ２に相当）と、図６の当接曲面ＣＳ３ａ（図３の範囲ＣＳ３に
相当）とは連続した曲面で形成されているものである。
【００４１】
　このように構成した支持板部材２１を口金部材２２の内周側に配置し、両者を接続固定
するには、まず、口金部材２２の内側空間に支持板部材２１の一対の固定部２１ａ，２１
ｂを挿入する。これら一対の固定部２１ａ，２１ｂは、口金部材２２の内周面に沿う曲面
を有して形成されている。このとき、例えば口金部材２２の内周面に対して、固定部２１
ａ，２１ｂの曲面にズレ等が生じる等に起因して、口金部材２２の内周面に対し固定部２
１ａ，２１ｂの各当接曲面が当接しないような場合が考えられる。
【００４２】
　プレス加工品は、曲げ加工したときに施した曲げ変形が元に戻る現象、いわゆるスプリ
ングバックが生じることがあることから、一般的には、部材を曲げ加工によって所望の角
度に形成することが困難である。しかしながら、本実施形態においては、固定部２１ａ，
２１ｂに当接曲面を形成する工程と、各固定部２１ａ，２１ｂを平面部２１ｇに対して折



(8) JP 2015-177906 A 2015.10.8

10

20

30

40

50

り曲げる工程とによって、固定部２１ａ，２１ｂを口金部材２２に対応させるように形成
している。したがって、本実施形態においては、固定部２１ａ，２１ｂの各折曲部位２１
ａｈ，２１ｂｈの曲げ具合を調整するのみで、固定部２１ａ，２１ｂの口金部材２２の内
周面に対する位置調整を比較的容易に行うことが可能である。
【００４３】
　次いで、固定部２１ａ，２１ｂを口金部材２２の内側空間に挿入しつつ、支持板部材２
１の平面部２１ｇの突出部２１ｆが口金部材２２の切欠溝部２２ｂに嵌合させ、支持板部
材２１が、その長軸方向において、それ以上挿入できなくなる位置、即ち支持板部材２１
の突出部２１ｆの再先端部が切欠溝部２２ｂの底部に当接するまで押し入れる。これによ
って、支持板部材２１は、口金部材２２に対して所定の位置に位置決めされる。この状態
になることによって、支持板部材２１は口金部材２２に対して接続固定される。
【００４４】
　以上説明したように上記第１の実施形態によれば、支持板部材２１をより強度の高いプ
レス成形品で構成したので、部品製造コストの低減化及び部品品質の向上に寄与すること
ができる。また、プレス成形品とすることで、支持板部材２１と口金部材２２との接続部
位の強度を落とすことなく薄肉化を実現することができるので、部品の小型化及び軽量化
を実現すると共に、安定した接続固定状態を維持することができる。さらに、支持板部材
２１と口金部材２２との接続部位の薄肉化によって、内部空間をより広く確保することが
でき、よって内視鏡１（の操作部１１）自体の大型化を抑えながら、操作部１１の内部に
収納する各種の構成部材（内蔵物）の増加若しくは個々の構成部材の大型化等に対応する
ことができる。
【００４５】
　口金部材２２に切欠溝部２２ｂを設けたので、当該口金部材２２に対して支持板部材２
１を接続固定させる組み立て工程において、両部材の位置関係を即座に判断することがで
きると共に、切欠溝部２２ｂに対し支持板部材２１の平面部２１ｇの所定の部位（突出部
２１ｆ）を嵌合させることで、口金部材２２に対する支持板部材２１の位置決めを容易に
行うことができる。したがって、当該内視鏡１の製造工程における組み立て性の向上に寄
与することができる。
【００４６】
　固定部２１ｂの折り曲げ加工後の形状を、平面部２１ｇに直交する方向において、平面
部２１ｇを挟んで一方に突出する第１固定部２１ｂａと、上記第１固定部２１ｂａとは反
対方向に突出する他の第２固定部２１ｂｂとを有するように構成したので、口金部材２２
と支持板部材２１とを接続した状態において、固定部２１ａの一端と固定部２１ｂの一端
との間の口金部材２２の周方向における間隙Ｇ（図３参照）を広く取る（開ける）ことが
できると共に、支持板部材２１の各固定部（２１ａ，２１ｂ）の各当接面と口金部材２２
の内周面との当接面積をより広く取ることができる。
【００４７】
　上述の一実施形態においては、支持板部材２１の固定部（２１ａ，２１ｂ）は、口金部
材２２の内周面に当接させるように構成したが、このような形態に限られることはない。
例えば、支持板部材２１の固定部（２１ａ，２１ｂ）を、口金部材２２の外周面に当接さ
せる形態で構成することも可能である。
【００４８】
　例えば、図７は、上記一実施形態の挿入装置における支持板部材の変形例を示す図であ
って、例えば当変形例の支持部材を図５の矢印［６］方向に相当する方向から見た平面図
である。図７に示すように、支持板部材２１Ａは、上述の一実施形態と同様に、一対の固
定部（２１ａ，２１ｂ）と平面部２１ｇを有して構成されるプレス成形品である。本変形
例の支持板部材２１Ａにおいては、固定部２１ｂの第１固定部２１ｂａ及び第２固定部２
１ｂｂの内側面が、口金部材２２の外周面に当接するように構成されている。その他の構
成は上記一実施形態と同様である。
【００４９】
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　このような構成からなる上記変形例の支持板部材２１Ａにおいても、上述の一実施形態
と同様の効果を得ることができる。
【００５０】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない
範囲内において種々の変形や応用を実施し得ることが可能であることは勿論である。さら
に、上記実施形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件に
おける適宜な組み合わせによって、種々の発明が抽出され得る。例えば、上記一実施形態
に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課
題が解決でき、発明の効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明と
して抽出され得る。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、医療分野の内視鏡制御装置だけでなく、工業分野の内視鏡制御装置にも適用
することができる。
【符号の説明】
【００５２】
１……内視鏡，
１１……操作部，
１１ａ……外装筐体，
１２……折止部，
１３……挿入部，
１４……ユニバーサルケーブル，
１５……スイッチ類，
１６……処置具導入口，
２１，２１Ａ……支持板部材，
２１ａ，２１ｂ……固定部，
２１ａｈ，２１ｂｈ……折曲部位，
２１ｂａ……第１固定部，
２１ｂｂ……第２固定部，
２１ｄ……ビス孔，
２１ｆ……突出部，
２１ｇ……平面部，
２２……口金部材，
２２ａ……貫通孔，
２２ｂ……切欠溝部，
３１ａ，３１ｂ……固定用ビス，
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CS3，该接触面CS3沿相对于第一方向沿着烟嘴构件的内周面为反方向
的第二方向Ex2延伸，并与烟嘴构件的内周面接触。 用。 [选择图]图3
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